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0研究部会発表

※ 1月 6日 (月 )9時 00分から 1月 21日 (火)16時 30分までの期間

中 勇ニ  ノヽ代市教育長

渡本 浩ニ ノヽ代市PTA連絡協議会長

特別支援教育研究部会

郷土学習部会

0年頭講演 演 題
すべての子どもをつつみこむ「特別」ではない支援教育

～ユニバーサルで・インクルーシブな教育 0保育の実際～

講師 植草学園短期大学

教授 佐藤 惧二 氏
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視聰方法については裏面をご覧ください
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【視聰方法】
今和 7年 1月 6日 (月 )9時 00分 か ら今和 7年 1月 21日 (火)16時 30分 の間、下記
の視聰サイ ト用 QRコ ー ドまたは ∪RLリ ンクか らご覧いただけます。
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共催者あいさつ

濱本 浩ニ ノヽ代市PTA連絡協議会長
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特別支援教育研究部会発表
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【資料】
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【動画】

郷土学習部会 発表
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【資料 〔別紙資料 (ダウンロードの仕方)】
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【動画】

アンケートロ答用サイト

年頭講演
「すべての子どもをつつみこむ「特別」ではない支援教育」

～ユニバーサルで。インクルーシブな教育0保育の実際～

講 師 佐藤 恨二 氏
【教職員以外用】
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【動画】
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【教職員用】

※資料は、 ダウンロードまたは印刷をしていただきますようお願いします。



【講師紹介】

植草学園短期大学 教授

佐藤 慣二 (さ とう しんじ)氏
植草学園短期大学 教授。放送大学客員教授。

明治学院大学社会学部卒業、千葉大学教育学研究科修了。千葉県内の知

的障害特別支援学校及び小学校情緒障害通級指導教室での 23年間の勤
務を経て現職。 日本生活中心教育研究会会長、2021年度千葉県総合支援
協議会療育支援専門部会座長ほか。特別支援教育士スーパーバィザー。

主な著書に、「通常学級の『特別』ではない支援教育―校内外支援体制・

ユニバーサルデザイン・合理的配慮―」 (東洋館出版、2022)「知的障害

特別支援学校 子ども主体の授業づくリハンドブック」 (東洋館出版社、

2020)、 「入門 自閉症・情緒障害特別支援学級一今日からできる !自 立

活動の授業づくリー」 (東洋館出版、2019)、 「逆転の発想で魔法のほめ

方・叱り方―実践 通常学級ユニバーサルデザインⅢ一」 (東洋館出版、

2017)、 「実践 通常学級ユニバーサルデザインI一学級づくりのポイン

トと問題行動への対応―」 (東洋館出版、2014)な ど多数。Youtubeに お

いても「簡単マジック・手遊びシアター」などで多くの講演動画をアップ。
「教育現場で出会う『気になる』子どもは、『困った』子どもではなく、

何かに『困っている』子どもであり、『見方』を変えることによって『味

方』になり、『支援』を変えることが大切」、「『気になる』子ども、発

達障害がある子どもには『ないと困る』支援であり、どの子どもにも『あ

ると便利で・役に立つ』ュニバーサルで、インクルーシブな教育を進める

ことが大切」といった信念をもたれ、大学で教鞭をとられる中、多数の講

演活動をされている。

■
■
■
■
■
■
轟

一爆
一̈鸞
島
動
，
・　
　
・

，
■


